
鹿屋市制施行 20周年
　
「
鹿
屋
市
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典
」

を
挙
行
す
る
に
あ
た
り
、
公
私
と
も
に

ご
多
忙
の
中
、
市
内
外
か
ら
各
界
各
層

に
わ
た
り
、
多
数
ご
臨
席
を
賜
り
、
こ

の
よ
う
に
盛
大
に
お
祝
い
で
き
ま
す
こ

と
を
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
鹿
屋
市
、
輝
北
町
、
串
良

町
、
吾
平
町
が
合
併
し
、
現
在
の
鹿
屋

市
が
平
成
18
年
１
月
１
日
に
誕
生
し
ま

し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持
つ
歴
史
、

文
化
、
伝
統
を
融
合
さ
せ
、
新
た
な
価

値
を
創
造
し
な
が
ら
、
今
日
ま
で
発
展

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
先
人
た
ち
の
功

績
に
、改
め
て
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
る
と
、
台
風
・

豪
雨
に
よ
る
大
規
模
な
風
水
害
、
サ
ツ

マ
イ
モ
基
腐
病
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
発
生
、
３
年
に
及
ぶ
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
な
ど
、

様
々
な
危
機
に
も
直
面
し
て
き
ま
し
た

が
、
そ
の
都
度
、
関
係
者
や
多
く
の
市

民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
に
よ
り

克
服
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
52
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た

「
か
ご
し
ま
国
体
・
か
ご
し
ま
大
会
」、

本
市
の
出
品
牛
が
最
高
賞
を
獲
得
し
鹿

児
島
県
が
２
連
覇
し
た
「
全
国
和
牛
能

力
共
進
会
」、
大
隅
半
島
か
ら
初
と
な

る
「
鹿
屋
中
央
高
校
の
夏
の
甲
子
園
出

場
」、「
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
の

開
催
」
な
ど
、
熱
気
と
歓
喜
に
包
ま
れ

た
出
来
事
も
あ
り
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
こ
の
10
年
、
地
方
創
生
の

実
現
に
向
け
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
ど
も
ま
ん
な

か
社
会
の
実
現
を
図
る
と
と
も
に
、
高

齢
者
等
を
支
え
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
や
地
域
で
の
支
え
合
い
な

ど
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
で
、
心
豊

か
で
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

鹿
屋
女
子
高
校
の
新
校
舎
の
整
備
な

ど
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
、

ま
た
、
小
中
学
校
に
お
け
る
グ
ロ
ー
カ

ル
な
人
材
を
育
成
す
る
英
語
教
育
の
充

実
な
ど
の
ほ
か
、
地
域
で
こ
ど
も
た
ち

を
育
む
寺
子
屋
の
運
営
に
も
関
係
者
の

協
力
を
得
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
が
立
地
し
て
い
る
優

位
性
を
生
か
す
と
と
も
に
、
日
本
有
数

の
規
模
を
誇
る
か
の
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
場
や
平
和
公
園
屋
内
練
習
場
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
を
図
り
、

大
学
や
ス
ポ
ー
ツ
関
連
団
体
と
連
携
し

な
が
ら
「
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
」
を
推
進

し
、ス
ポ
ー
ツ
合
宿
や
大
会
誘
致
、ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
活

性
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
少
子
高
齢
化
対
策
は
も
と

よ
り
、
こ
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環

境
の
整
備
や
教
育
の
充
実
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
な
ど
を
進
め
る
と
と
も
に
、
鹿
屋

に
誇
り
や
愛
着
を
も
て
る
シ
ビ
ッ
ク
プ

ラ
イ
ド
を
醸
成
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産

業
に
つ
い
て
は「
第
２
次
か
の
や
農
業
・

農
村
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
担

い
手
の
確
保
・
育
成
、
生
産
基
盤
の
強

化
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
、
販
路
拡

大
、
地
域
６
次
産
業
化
、
食
品
加
工
業

の
誘
致
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
に
、
肝
属
中
部
地
区
畑
地
か
ん
が
い

施
設
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
水
を

生
か
し
た
付
加
価
値
の
高
い
農
業
の
展

開
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

食
料
の
安
定
的
な
供
給
と
持
続
可
能
な

「
農
の
ま
ち 

か
の
や
」
を
目
指
し
、
農

林
水
産
業
の
振
興
を
積
極
的
に
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

　

長
年
の
悲
願
で
あ
り
ま
し
た
東
九
州

自
動
車
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
鹿
屋

串
良
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
志
布
志
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
が
開
通
し
、
広

域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
化
さ
れ
る

な
ど
、
さ
ら
な
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
促
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
は
、
戦
後
80
年
と
い
う
節
目
の

年
で
も
あ
り
ま
す
。
戦
争
の
記
憶
が
薄

れ
て
い
く
中
、
戦
争
の
歴
史
的
背
景
を

有
す
る
ま
ち
と
し
て
、
戦
跡
の
保
存
・

活
用
や
、
平
和
学
習
ガ
イ
ド
の
育
成
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
も

戦
争
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ず
、
過
去
の

教
訓
を
も
と
に
平
和
の
尊
さ
を
若
い
世

代
へ
繋
い
で
い
き
ま
す
。

　

本
市
は
、
大
隅
半
島
の
中
心
都
市
と

し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。 

こ
れ
か
ら
少
子
高
齢
化
、
人

口
減
少
が
加
速
度
的
に
進
む
中
、
地
域

課
題
の
解
決
や
地
域
の
資
源
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
広
域
的
な
連
携

を
視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
大
隅
総
合

開
発
期
成
会
な
ど
を
通
じ
て
、
関
係
自

治
体
と
連
携
、
協
力
し
、
と
も
に
発
展

す
る
道
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
本
市

の
発
展
に
今
後
と
も
な
お
一
層
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

鹿
屋
市
長　

中
西　

茂

鹿屋市制施行20周年を祝う

特
　
集

▲当日の様子を動画で
　視聴できます。

　
令
和
７
年
10
月
18
日
、
鹿
屋
市
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
し
ま
し

た
。
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
人
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
盛
大
に
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
日
の
式
辞
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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鹿屋市制施行 20 周年記念
作文コンクール「未来へのメッセージ」
表彰者
最優秀賞　向

むこう
原
はら

 旺
おう

志
し

 さん（笠野原小学校６年）

優 秀 賞   植
うえ

木
き

 ひなの さん（大姶良小学校６年） 

優 秀 賞   山
やまずみ

角 紗
さ え

愛 さん（寿北小学校６年）

　20 周年を記念し、市内小学校４～６年生に
「これからの鹿屋市をこんなまちにしたい」と
いうテーマで作文を募集し、数多くの作品の中
から３名を表彰しました。
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